参考様式第45
特定液化石油ガス設備工事事業計画書
１　気密試験用器具等
	項目
器具名
	メーカー
	型式
	能力
	台数
	備考

	圧力測定器具
	自記圧力計
(法第38条の13の経済産業省令で定める器具)
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	校正用マノメーター
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	ガス検知器
	
	
	
	
	

	漏えい検知器具
	ボーリングバー（　　ｍ×　　　本）
漏えい検知液又は石けん水（　　cc×　　ヶ）
	

	圧力発生器具
	二連球	（　　ヶ）	N2ガス	（　　本）
空気ポンプ	（　　ヶ）	CO2ガス	（　　本）
	



２　主な事業内容
（１）



（２）液化石油ガス販売事業登録の有無	有 ・ 無

注1　１の気密試験用器具等で事業所が備えるもの
○ 自記圧力計	○ 圧力発生器具
○ 校正用マノメーター	○ 漏えい検知器具
注2	２の主な事業内容とは、液化石油ガス販売事業、水道工事事業、配管工事事業等、その事業所における主たる事業内容を記入すること。

３　資格を有する者の氏名	（欄が不足の場合は、別紙とすること）
	氏名
	液化石油ガス設備士
	氏名
	液化石油ガス設備士

	
	免状の番号
	交付
都道府県
	
	免状の番号
	交付
都道府県

	
	交付年月日
	
	
	交付年月日
	

	
	
	
	
	
	

	
	年　 月 　日
	
	
	年　 月 　日
	

	
	
	
	
	
	

	
	年　 月 　日
	
	
	年　 月 　日
	

	
	
	
	
	
	

	
	年　 月 　日
	
	
	年　 月 　日
	

	
	
	
	
	
	

	
	年　 月 　日
	
	
	年　 月 　日
	

	
	
	
	
	
	

	
	年　 月 　日
	
	
	年　 月 　日
	


注）設備士免状（免状及び講習記録）の写しを添付する

４　事業所の案内図（最寄り駅から記入すること）（別紙可）




















５　電磁的方法（パソコン等）による記録の保存（有 ・ 無）
※電磁的方法により、保存する場合は規則第118条の２の内容を順守すること。


